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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　単一のワイヤレス装置において、サービス接続を確立するためにプライマリ受信機とダ
イバーシティ受信機とにおいて受信される複数の異なる無線通信プロトコルを処理するよ
うに、プライマリアンテナに結合された入力を有する前記プライマリ受信機とダイバーシ
ティアンテナに結合された入力を有する前記ダイバーシティ受信機とを構成するステップ
を備え、
　前記処理は、各無線通信プロトコルについて、
　　前記複数の異なる無線通信プロトコルのうちの第1の無線通信プロトコルの第1の複数
の信号周波数について検出されたエネルギーレベルに対応する補償係数を生成するステッ
プと、
　　前記第1の無線通信プロトコルの第2の複数の信号周波数を同時に受信するように、前
記単一のワイヤレス装置の前記プライマリ受信機と前記ダイバーシティ受信機とを構成す
るステップであって、前記プライマリ受信機が、前記第2の複数の信号周波数のうちの前
記ダイバーシティ受信機とは異なる信号周波数を受信するように構成される、構成するス
テップと、
　　前記プライマリ受信機と前記ダイバーシティ受信機とにおいて受信した前記第2の複
数の信号周波数の内の複数の第3のエネルギーレベルを検出するステップと、
　　補償されたエネルギーレベルを生成するために、前記第1の検出されたエネルギーレ
ベルと第2の検出されたエネルギーレベルとの間の差に基づいて、異なる経路損失につい
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て、前記プライマリ受信機または前記ダイバーシティ受信機のうちの1つからの前記第3の
検出されたエネルギーレベルを修正するステップと、
　　前記プライマリ受信機からの前記補償されたエネルギーレベルと前記ダイバーシティ
受信機からの前記第3の検出されたエネルギーレベルとのうちの1つ、または、
　　前記ダイバーシティ受信機からの前記補償されたエネルギーレベルと前記プライマリ
受信機からの前記第3の検出されたエネルギーレベルとのうちの1つ
　　を使用する、前記補償されたエネルギーレベルに基づいて、前記サービス接続を確立
するステップとを備え、
　前記補償係数を生成するステップは、
　　同じ周波数を有する1つまたは複数の外部RF信号を同時に受信するように、前記プラ
イマリ受信機と前記ダイバーシティ受信機とを再構成するステップと、
　　前記プライマリ受信機についての1つまたは複数の第1の検出されたエネルギーレベル
と、前記ダイバーシティ受信機についての1つまたは複数の前記第2の検出されたエネルギ
ーレベルとを生成するため、前記同じ周波数を有する前記外部RF信号の各々を検出するス
テップとを備える、
方法。
【請求項２】
　前記処理における前記構成するステップが、
　前記第2の複数の信号周波数の第1の信号周波数を受信するように、前記プライマリ受信
機を構成するステップと、
　前記第2の複数の信号周波数の第2の信号周波数を受信するように、前記ダイバーシティ
受信機を構成するステップであって、前記第2の信号周波数が前記第1の信号周波数とは異
なる、ステップと、
　前記プライマリ受信機における前記第1の信号周波数と、前記ダイバーシティ受信機に
おける前記第2の信号周波数とを同時に処理するステップと、
　前記第2の複数の信号周波数の第1の部分の信号周波数のために前記プライマリ受信機を
構成する前記ステップを実行し、前記第2の複数の信号周波数の第2の部分の信号周波数の
ために前記ダイバーシティ受信機を構成する前記ステップを実行し、前記第1および第2の
部分の周波数の各々について同時に処理する前記ステップを繰り返すステップと
を備える、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記同じ周波数を有する前記外部RF信号の各々を検出するステップが、
　前記プライマリ受信機における第1の複数のサンプルと、前記ダイバーシティ受信機に
おける第2の複数のサンプルとを生成するために、前記プライマリ受信機と前記ダイバー
シティ受信機とにおいて前記同じ周波数を有する信号の各々をサンプリングするステップ
と、
　前記同じ周波数を有する信号の各々について、前記第1の複数のサンプルと前記第2の複
数のサンプルとの平均を生成するステップと
を備える、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記プライマリ受信機が前記第2の複数の信号周波数のうちの前記ダイバーシティ受信
機とは異なる信号周波数を受信するように構成される場合には、前記プライマリ受信機が
前記第1の無線通信プロトコルの第1の帯域を処理し、前記ダイバーシティ受信機が前記第
1の無線通信プロトコルの第2の帯域を処理する、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記第1の複数の信号周波数が前記第2の複数の信号周波数とは異なるとともに、前記第
1および前記第2の複数の信号周波数が単一の周波数帯域内の複数のチャネルである、請求
項1に記載の方法。
【請求項６】
　前記複数のチャネルが前記単一の周波数帯域のチャネルすべてを含む、請求項5に記載
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の方法。
【請求項７】
　前記プライマリ受信機または前記ダイバーシティ受信機のうちの一方からの前記補償さ
れたエネルギーレベルと、前記プライマリ受信機または前記ダイバーシティ受信機のうち
の他方からの前記第3の検出されたエネルギーレベルとを整列されたリスト内に記憶する
ステップをさらに備える、請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　前記プライマリ受信機および前記ダイバーシティ受信機が、前記複数の異なる無線通信
プロトコルを処理するように構成された単一のベースバンドプロセッサを備える、請求項
1に記載の方法。
【請求項９】
　プライマリアンテナに結合された入力を有するプライマリ受信機と、
　ダイバーシティアンテナに結合された入力を有するダイバーシティ受信機と、
　プロセッサと
　を備え、
　前記プライマリ受信機と前記ダイバーシティ受信機とが、単一のワイヤレス装置の一部
であり、
　前記プライマリ受信機と前記ダイバーシティ受信機とが、サービス接続を確立するため
に前記プライマリ受信機と前記ダイバーシティ受信機とにおいて受信される複数の異なる
無線通信プロトコルを処理するように構成され、
　前記処理は、各無線通信プロトコルについて、
　　前記複数の異なる無線通信プロトコルのうちの第1の無線通信プロトコルの第1の複数
の信号周波数について検出されたエネルギーレベルに対応する補償係数を生成するステッ
プと、
　　前記第1の無線通信プロトコルの第2の複数の信号周波数を同時に受信するように、前
記単一のワイヤレス装置の前記プライマリ受信機と前記ダイバーシティ受信機とを構成す
るステップであって、前記プライマリ受信機が、前記第2の複数の信号周波数のうちの前
記ダイバーシティ受信機とは異なる信号周波数を受信するように構成される、構成するス
テップと、
　　前記プライマリ受信機と前記ダイバーシティ受信機とにおいて受信した前記第2の複
数の信号周波数の内の複数の第3のエネルギーレベルを検出するステップと、
　　補償されたエネルギーレベルを生成するために、前記第1の検出されたエネルギーレ
ベルと第2の検出されたエネルギーレベルとの間の差に基づいて、異なる経路損失につい
て、前記プライマリ受信機または前記ダイバーシティ受信機のうちの1つからの前記第3の
検出されたエネルギーレベルを修正するステップと、
　　前記プライマリ受信機からの前記補償されたエネルギーレベルと前記ダイバーシティ
受信機からの前記第3の検出されたエネルギーレベルとのうちの1つ、または、
　　前記ダイバーシティ受信機からの前記補償されたエネルギーレベルと前記プライマリ
受信機からの前記第3の検出されたエネルギーレベルとのうちの1つ
　　を使用する、前記補償されたエネルギーレベルに基づいて、前記サービス接続を確立
するステップとを備え、
　前記補償係数を生成するステップは、
　　同じ周波数を有する1つまたは複数の外部RF信号を同時に受信するように、前記プラ
イマリ受信機と前記ダイバーシティ受信機とを再構成するステップと、
　　前記プライマリ受信機についての1つまたは複数の第1の検出されたエネルギーレベル
と、前記ダイバーシティ受信機についての1つまたは複数の前記第2の検出されたエネルギ
ーレベルとを生成するため、前記同じ周波数を有する前記外部RF信号の各々を検出するス
テップとを備える、
装置。
【請求項１０】
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　前記プロセッサが、
　前記プライマリ受信機における第1の複数のサンプルと、前記ダイバーシティ受信機に
おける第2の複数のサンプルとを生成するために、前記プライマリ受信機と前記ダイバー
シティ受信機とにおいて前記同じ周波数を有する信号の各々をサンプリングするように前
記プライマリ受信機と前記ダイバーシティ受信機とを構成し、
　前記同じ周波数を有する信号の各々において、前記第1の複数のサンプルと前記第2の複
数のサンプルとの平均を生成する
ように動作可能である、請求項9に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、2013年10月30日に出願された米国非仮出願第14/067,636号の優先権を主張し
、すべての目的のために参照によりその内容全体を本明細書に組み込む。
【背景技術】
【０００２】
　本開示はワイヤレスシステムおよび方法に関し、より詳細には、複数のワイヤレス通信
チャネルを使用してサービスを取得するためのシステムおよび方法に関する。
【０００３】
　典型的なワイヤレス通信システムは、無線を介して伝搬する無線周波数信号を使用して
情報を伝達する異なる位置に2つのシステムを含む。そのような情報を伝達するために、2
つのワイヤレスシステムは接続を確立しなければならない。セルラーアプリケーションで
は、ワイヤレスハンドセットとセルラー基地局との間に接続を確立するプロセスは、時に
はサービス取得と呼ばれる。
【０００４】
　図1は、セルラー基地局101とセルラー電話102との間のサービス取得を示している。セ
ルラー基地局101は、1つまたは複数の無線アクセス技術(「RAT」)(本明細書では、「無線
通信プロトコル」)を送信することができる。そのようなプロトコルの例には、これに限
定されないが、GSM(登録商標)、WCDMA(登録商標)、またはLTEプロトコルがある。したが
って、領域内の1つまたは複数のセルラー基地局は、サービス接続を確立するために使用
するために、セルラー電話にとって利用可能な様々なプロトコルに対応する様々な信号周
波数150を送信することができる。セルラー電話102の電源が入ると、システムは、アンテ
ナ104で受信された1つまたは複数の無線通信プロトコルの信号周波数を調べることによっ
て、サービス取得手順を開始することができる。
【０００５】
　図2は、既存のサービス取得技法に関連する問題を示している。受信チャネル200は、ア
ンテナ250、RFフロントエンド201、およびベースバンド202を含む。アンテナ250は、無線
からのRF信号を、RFフロントエンド201の入力に結合する。RFフロントエンド201は、典型
的に、RF信号を受信して、典型的には搬送波周波数の周囲に構成された多くの信号周波数
を含む復調信号のデジタル表現を生成するために、入力増幅器、復調器、およびアナログ
-デジタル変換器を含む。ベースバンド202は、デジタル復調信号を受信して(たとえば、
搬送波周波数なしに)、無線通信プロトコルのうちの1つの存在を識別しようとして、受信
された信号周波数を分析することができる。
【０００６】
　しかしながら、異なる無線通信プロトコルは、典型的に、異なる搬送波周波数、および
信号周波数の異なる符号化を使用するので、ワイヤレス通信チャネルは、1度に1つの特定
の無線通信プロトコルを受信して解読するように構成されなければならない。受信チャネ
ル220に示されるように、ワイヤレス通信チャネルは、無線通信プロトコルのうちのいず
れかが、サービス接続を確立するために利用可能であるかどうかを決定するために、まず
各特定のGSM(登録商標)帯域、次いで特定のWCDMA(登録商標)帯域、次いで特定のLTE帯域
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および/または他の利用可能な無線通信プロトコルを受信するように構成され得る。した
がって、サービス取得を実行するための既存の技法は、非常に時間がかかる場合がある。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本開示は、ワイヤレスシステムにおいてサービスを取得するためのシステムおよび方法
を含む。一実施形態では、本発明は、1つまたは複数の無線通信プロトコルの複数の信号
周波数を受信するために、ワイヤレス装置の第1のワイヤレス通信チャネルと第2のワイヤ
レス通信チャネルとを連続的に構成するステップを備える方法を含む。第1のワイヤレス
通信チャネルは、複数の信号周波数のうち、第2のワイヤレス通信チャネルとは異なる信
号周波数を受信するように構成される。第1のワイヤレス通信チャネルと第2のワイヤレス
通信チャネルとは、サービス接続を確立するために、複数の信号周波数を並行して処理す
る。
【０００８】
　以下の詳細な説明および添付の図面は、本開示の性質および利点のより良い理解を提供
する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】サービス接続を取得する既存のワイヤレスシステムを示す図である。
【図２】サービス接続を取得する既存のワイヤレスシステムを示す図である。
【図３】一実施形態による、サービス接続を確立するワイヤレス通信チャネルを示す図で
ある。
【図４】一例示的実施形態による、複数のワイヤレス通信チャネルを使用して、並行して
サービス取得を実行するステップを示す図である。
【図５】一例示的実施形態による方法を示す図である。
【図６】一実施形態による、異なる経路損失について2つのチャネルを補償するステップ
を示す図である。
【図７】ある例示的実施形態による補償を示す図である。
【図８】別の実施形態による、例示的サービス取得プロセスを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本開示は、ワイヤレスシステムにおいてサービスを取得するためのシステムおよび方法
に関する。以下の説明において、説明の目的で、本開示の完全な理解を提供するために多
数の例および特定の詳細が説明される。しかしながら、特許請求の範囲に表される本開示
は、これらの例だけにおける、または以下に記載される他の特徴との組合せにおける特徴
のうちのいくつかまたはすべてを含んでよく、また、本明細書に記載の特徴および概念の
修正形態および等価物をさらに含み得ることが当業者には明らかであろう。
【００１１】
　図3は、一実施形態による、サービス接続を確立するワイヤレス通信チャネルを示して
いる。本開示の実施形態は、たとえばGSM(登録商標)、WCDMA(登録商標)、またはLTEなど
の、無線通信プロトコルの複数の信号周波数を同時に受信するために、単一のワイヤレス
装置302上で複数のワイヤレス通信チャネルを連続的に構成するステップを含む。
【００１２】
　一実施形態では、プライマリチャネルは、1つの無線通信プロトコル(たとえば、WCDMA(
登録商標))を受信するように構成されてよく、ダイバーシティチャネルは、別の無線通信
プロトコル(たとえば、LTE)を受信するように構成され得る。別の実施形態では、プライ
マリチャネルは、無線通信プロトコル(たとえば、GSM(登録商標))の特定の帯域を受信す
るように構成されてよく、ダイバーシティチャネルは、同じ無線通信プロトコルの別の帯
域を受信するように構成され得る。別の実施形態では、プライマリチャネルは、特定の無
線通信プロトコル(たとえば、GSM(登録商標))のための特定の信号周波数(たとえば、周波
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数の帯域内の情報で符号化された周波数)を受信するように構成されてよく、ダイバーシ
ティチャネルは、同じ無線通信プロトコルの同じ帯域の信号周波数を受信するように構成
され得る。
【００１３】
　この例では、ワイヤレス装置302は、プライマリ受信チャネル(PRx)とダイバーシティ受
信チャネル(DRx)とのための、2つのアンテナ310および320を含む。アンテナ310はRFフロ
ントエンド311に結合されており、RFフロントエンド311はRF信号を受信して、復調信号の
デジタル表現をベースバンドプロセッサ330に出力する。同様に、アンテナ320はRFフロン
トエンド321に結合されており、RFフロントエンド321はRF信号を受信して、復調信号のデ
ジタル表現をベースバンドプロセッサ330に出力する。特定の実施形態では、異なるワイ
ヤレス通信チャネルは、異なる信号周波数を受信するように構成され得る。この例では、
RFフロントエンド311とRFフロントエンド321とは、たとえば、異なる無線通信プロトコル
、同じプロトコルの異なる帯域、または同じプロトコルの同じ帯域内の異なる信号周波数
を受信するように構成され得る。したがって、異なるワイヤレス通信チャネルは、サービ
ス接続を確立するために必要な時間を減らすために、並行して信号周波数を処理すること
ができる。
【００１４】
　一実施形態では、ワイヤレス装置は、異なる経路損失についてワイヤレス通信チャネル
を補償するために、補償構成要素331(たとえば、ベースバンド内)を含む。以下でより詳
細に説明するように、補償するステップは、補償係数を生成するために同じ信号周波数を
受信するためにワイヤレス通信チャネルを構成するステップを含み得る。補償係数は、セ
ルラー基地局301などの送信システムと、たとえばPRxアンテナ310およびDRxアンテナ320
などの1つまたは複数のアンテナとの間の異なる経路損失を補償するために、検出された
信号に適用され得る。以下でより詳細に説明する一実施形態では、1つのワイヤレス通信
チャネルは参照チャネルとして使用されてよく、他のすべてのワイヤレス通信チャネルの
検出された値は、たとえば参照チャネルとの経路損失差を補償するために調整される。
【００１５】
　図4は、一例示的実施形態による、複数のワイヤレス通信チャネルを使用して、並行し
てサービス取得を実行するステップを示している。図4に示されるように、プロトコルの
サービス取得は、PRx経路401とDRx経路402との両方を使用して並行して実行される。した
がって、サービスを取得するための時間を大幅に減らすことができる。
【００１６】
　図5は、一例示的実施形態による方法を示している。501において、複数のワイヤレス通
信チャネルは、異なる信号周波数を受信するように連続的に構成され得る。たとえば、一
実施形態では、プライマリチャネルは、特定の無線通信プロトコル(たとえば、GSM(登録
商標))のための特定の信号周波数(たとえば、周波数の帯域内の情報で符号化された周波
数)を受信するように構成されてよく、ダイバーシティチャネルは、同じ無線通信プロト
コルの同じ帯域の信号周波数を受信するように構成され得る。異なるチャネルは、たとえ
ばサービス接続を確立するために、並行して特定の信号周波数を処理するように連続的に
構成され得る。
【００１７】
　502において、ワイヤレス通信チャネルが補償され得る。たとえば、以下でより詳細に
説明する一実施形態では、ワイヤレス通信チャネルは、システムが送信機と異なるアンテ
ナとの間の異なる経路損失を補償できるように、同じ信号周波数を受信するように構成さ
れる。503において、信号周波数エネルギーまたは等価の信号値が並行して検出される。
たとえば、一実施形態では、プライマリチャネルは、帯域内の周波数の半分を検出するこ
とができ、ダイバーシティチャネルは、同時に帯域内の周波数のもう半分を検出すること
ができる。504において、システムは、検出されたエネルギーをソートする(たとえば、最
も強いものから降順に)ことができる。505において、システムは、たとえばソートされた
リストの先頭の信号周波数から開始して、各周波数でサービス接続の確立を連続的に試み
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ることができる。
【００１８】
　図6は、一実施形態による、異なる経路損失について2つのチャネルを補償するステップ
を示している。上述のように、いくつかの実施形態では、ワイヤレスシステムは、2つの
チャネル上で並行して信号周波数を処理して、異なる経路損失について結果を補償するこ
とができる。この例示的な例では、送信機601は、プライマリ受信チャネル604とセカンダ
リ受信チャネル605とによって受信された信号を送信する。しかしながら、2つのチャネル
のアンテナの異なる物理的位置のために、異なる強度を有する2つのチャネルによって同
じ信号が受信される。したがって、送信機601からプライマリ受信チャネル604への信号伝
搬は、フェーディング602(たとえば、第1の経路損失)を経験する場合があり、送信機601
からセカンダリ受信チャネル605への同じ信号伝搬は、異なるフェーディング603(たとえ
ば、第2の経路損失)を経験する場合がある。補償構成要素606は、検出された信号値(たと
えば、エネルギー)を受信して、経路損失における差を補償するために信号値を補正する
。
【００１９】
　図7は、ある例示的実施形態による補償を示している。この例では、無線通信プロトコ
ルは、N個の周波数f1…fNを含む特定の帯域(B1)を有し得る。図7の700Aに示されるように
、プライマリワイヤレス通信チャネル(P)701と、ダイバーシティワイヤレス通信チャネル
(D)702とは、同じ信号周波数のうちの1つまたは複数を受信するように構成され得る。た
とえば、チャネル701と702とは、両方ともB1からの周波数のうちの同じ1つまたは複数を
受信するように構成され得る。この場合、チャネル701と702とは両方とも、たとえばfi、
fj、およびfkを受信する。チャネル701は、周波数ごとにエネルギーを検出して生成する
ことができる:Pout={EPi、EPj、およびEPk}である(たとえば、より多くの周波数が使用さ
れる場合は、追加の出力)。同様に、チャネル702は、周波数ごとにエネルギーを検出して
生成することができる:Dout={EDi、EDj、およびEDk}である。異なるチャネルの出力を使
用して経路損失を補償するための1つまたは複数の補償係数を生成するために、様々な技
法が使用され得る。一実施形態では、同じ周波数での2つのチャネルからのエネルギーレ
ベル間の差は、デルタ値を生成するために使用される。この例では、周波数fiにおいてチ
ャネル701および702の信号エネルギー出力間の差を計算することはデルタ_iを生成し、周
波数fjでチャネル701および702の信号エネルギー出力間の差を計算することはデルタ_jを
生成し、周波数fkでチャネル701および702の信号エネルギー出力間の差を計算することは
デルタ_kを生成する。デルタは、たとえば単一の補償係数αを生成するために平均化され
得る。
【００２０】
　図7の700Bにおいて示されるように、チャネル701と702とは、無線通信プロトコルの帯
域B1内の異なる信号周波数を受信するように構成され得る。たとえば、チャネル701は信
号周波数fP1…fPN/2のうちの半分を受信することができ、チャネル702は信号周波数fD1…
fDN/2のうちのもう半分を受信することができる。したがって、チャネル701はPout={EP1i
,…,EPN/2}を出力し、チャネル702はDout={ED1i,…,EDN/2}を出力する。検出されたエネ
ルギー値の各々は、経路損失について補償され得る。たとえば、補償係数αは、チャネル
701と702との間の経路損失における差を表す。したがって、ダイバーシティチャネル702
からの各エネルギー値は、エネルギー値に補償係数αを掛けることによって補償され得る
(たとえば、最終値EDfは、最初の値EDiに補償係数を掛けたものと等しい)。したがって、
チャネル702によって受信および検出された信号周波数は、サービス取得手順の間に異な
る経路損失について補償され得る。以下でより詳細に説明する一実施形態では、同じ信号
周波数についての検出されたエネルギーレベルのうちの1つまたは複数は、無線通信プロ
トコル内の信号周波数(たとえば、fi、fj、またはfk)であるので、補償の間に決定された
これらの信号についてのエネルギーレベルは、サービス取得プロセスにおいて保存され、
補償され、使用され得る。したがって、700Aにおいて補償の間に検出された任意の信号周
波数は、サービス取得の時間をさらに減らすために、700Bの信号取得プロセスから削除さ
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れ得る。
【００２１】
　図8は、別の実施形態による、例示的サービス取得プロセスを示している。一実施形態
では、複数のチャネルは、補償手順の一部として同じ周波数を受信してサンプリングする
ように構成され得る。801において、複数のワイヤレス通信チャネルは、1つまたは複数の
選択された周波数で複数のサンプルを連続的に受信するように構成される。802において
、各周波数でサンプルの平均が決定される(たとえば図7の700Aにおける周波数fi、fj、お
よびfkでのサンプルの平均)。803において、各周波数でチャネルからの出力間の差が決定
される。たとえば、上述のように、1つの「デルタ」(または「差」)値を生成するために
、チャネル701からの周波数fkのサンプルの平均値と、チャネル702からの周波数fkのサン
プルの平均値との間の差が決定され得る。804において、本システムは、たとえば補償係
数を生成するために、選択された周波数にわたる差値の平均を生成し得る。805において
、ワイヤレス通信チャネルは、帯域内の検出されていないチャネルを連続的に受信するよ
うに構成される。上述のように、帯域内の周波数のうちのいくつかのエネルギーは補償の
間に決定されたので、これらの周波数のエネルギーレベルを再び決定する必要がない場合
がある。806において、受信された周波数の検出されたエネルギーレベルに補償係数が適
用される。一例示的実施形態では、あるワイヤレス通信チャネルから検出されたエネルギ
ーレベルは不変であり、他のワイヤレス通信チャネルから検出されたエネルギーレベルに
補償係数が掛けられる。807において、本システムは、現在の無線通信プロトコルまたは
他の無線通信プロトコルの他の帯域が、サービス取得プロセスの一部として検査されるべ
きかどうかを決定する。より多くの帯域が分析されるべきである場合、プロセスは801に
戻る。プロセスが完了すると、各ワイヤレス通信チャネルによって生成されたエネルギー
値が808においてソートされる。809において、本システムは、ソートされたリスト内の周
波数との通信を確立するように構成される。
【００２２】
実施例
　本開示の態様は、以下の例示的な例を使用してさらに理解される。特定の数および詳細
は教示的なものであり、上述の概念および実施形態を限定するものではないことが理解さ
れよう。
【００２３】
　上述の技法のうちのいくつかを使用するサービス取得の利点が、R-GSM 900の検索を考
慮することによって示され得る。R-GSM 900は以下のチャネルを含む:955-1023、0-124(す
なわち、チャネルの総数=194)。したがって、ワイヤレス装置は、サービス取得手順の間
に194チャネルをスキャンするために必要とされ得る。この例では、帯域1は周波数{f1…f
194}を含んでよく、ワイヤレス装置上で、プライマリ受信チャネル(PRx)によって周波数{
f1…f97}が受信されてよく、セカンダリ(または、ダイバーシティ)受信チャネル(DRx)に
よって周波数{f98…f194}が受信され得る。PRxチャネルおよびDRxチャネルの出力は、次
のように各周波数で受信されたエネルギーレベルである:
RPRX={Rxf1…Rxf97}-プライマリチャネルから受信された信号エネルギー;
RDRX={Rxf98…Rxf194}-ダイバーシティチャネルから受信された信号エネルギー。
しかしながら、上述の経路損失差のために、チャネルごとの送信機アンテナと2つの異な
る受信機アンテナとの間の送信経路により多くの減衰がある場合があり、1つのチャネル
についてすべての受信されたエネルギーレベルを他よりも低くする。たとえば、20dBm信
号が送信されるが、プライマリチャネルアンテナへの経路損失が-95dBmであり、ダイバー
シティチャネルアンテナへの経路損失が-100dBmである場合、周波数ごとのダイバーシテ
ィチャネルエネルギーレベルはプライマリチャネルエネルギーレベルよりも-5dBm低くな
る(たとえば、PRx=+20dBm-95dBm=-75dBm、およびDRx=+20dBm-100dBm=-80dBm)。この5dBm
のアンバランスは、たとえば各チャネルによって受信される周波数の信号エネルギーを正
確に比較するために補償されるべきである。いくつかのアプリケーションでは、約1秒以
内の経路損失の変化は無視されてよいので、帯域全体(たとえば、f1…f194)はサービス取
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得のために一度補償され得る。
【００２４】
　以下は、補償を実行するための1つの例示的なアルゴリズムである。
0:k=1;
1:ほぼ同じ周波数によって分離された帯域あたり10個のチャネルを選択する(たとえば、f
(x)={f20、f40、f60、f80、…、f180、f190})
2:PRx→f(k);f(1)=f20、f(2)=f40、…、f(10)=f190を構成する
3:DRx→f(k);f(1)=f20、f(2)=f40、…、f(10)=f190を構成する
//両方のチャネルは同じ信号周波数を受信する。
4:チャネルあたり5回サンプリングする;
//PRx_f(k)=[s1、s2、s3、s4、s5];
//DRx_f(k)=[s1'、s2'、s3'、s4'、s5'];
5:各チャネル上のサンプルを平均化する
//PRx[k]=mean(PRx_f(k));(たとえば、PRx[1]=mean(s1…s5))
//DRx[k]=mean(DRx_f(k))
6:各周波数での差を取る
//delta[k]=PRx[k]-DRx[k]
7:増分;k=k+1
8:k>10の場合、ステップ10に進む
9:ステップ2に進む
10:すべての10個の周波数にわたるデルタ値を平均化する
//補償係数α=mean(delta[k];k=1…10)
11:PRx[k]=DRx[k]-α;すべてのkについて
12:PRxおよびDRxを残りの184個の周波数に連続的に構成する(たとえば、194個の総周波数
マイナスすでに完了した10個の周波数)
//PRxを{f1…f82}に構成する
//DRxを{f83…f184}に構成する
13:各周波数で並行してエネルギーを測定する
//PRx={E1、…、E82}
//DRx={E83、…、E184}
14:-PRx=DRx-αを補償する
15:エネルギー値をリストに記憶する
16:リストをソートする
17:リストの先頭からサービス取得検索を実行する
【００２５】
　上記の説明は特定の実施形態の態様が実装され得る方法の例とともに、本開示の様々な
実施形態を示している。上記の例は、唯一の実施形態であると見なされるべきではなく、
以下の特許請求の範囲によって定義される特定の実施形態の柔軟性および利点を示すため
に提示される。上記の開示および以下の特許請求の範囲に基づいて、他の構成、実施形態
、実装形態、および等価物は、特許請求の範囲によって定義される本開示の範囲から逸脱
することなしに使用され得る。
【符号の説明】
【００２６】
　　101　セルラー基地局
　　102　セルラー電話
　　104　アンテナ
　　150　信号周波数
　　200　受信チャネル
　　201　RFフロントエンド
　　202　ベースバンド
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　　220　受信チャネル
　　250　アンテナ
　　301　セルラー基地局
　　302　ワイヤレス装置
　　310　PRxアンテナ、アンテナ
　　311　RFフロントエンド
　　320　DRxアンテナ、アンテナ
　　321　RFフロントエンド
　　330　ベースバンドプロセッサ
　　331　補償構成要素
　　401　PRx経路
　　402　DRx経路
　　601　送信機
　　602　フェーディング
　　603　異なるフェーディング
　　604　プライマリ受信チャネル
　　605　セカンダリ受信チャネル
　　606　補償構成要素
　　701　プライマリワイヤレス通信チャネル(P)
　　702　ダイバーシティワイヤレス通信チャネル(D)

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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